
世界を舞台に音楽シーンの最先端で大活躍し続けている寺井尚子さん。精力的

にライヴを行い、コンスタントにリーダー・アルバムを発表し、テレビやラジオ、

ＣＭ出演など多方面でその魅力を発信しています。そんな“ジャズ・ヴァイオリン

の女王”が7月19日（土）に小金井 宮地楽器ホールに登場します。すでに、当日

の演奏曲を頭の中に描いていらっしゃった寺井さんにお話をうかがいました。

寺井尚子 NAOKO TERAI

　「ホールで演奏するのは大好きです。整った環境なので音楽だ

けに集中できますし、リハーサルなど準備段階から全てが音楽に

向かっている、それが私にとって非常に心地良いのです」

　4歳からヴァイオリンを弾き始め、15歳でジャズに開眼し、1988

年にプロ・デビュー。初のリーダー・アルバムを発表した1998年

以前から華麗なる演奏は国内外で注目されていました。着実に

キャリアを重ね、多くの実績と功績を残してきた今もなお、高みを

目指し続けています。その姿はクール・ビューティー。

　「“音楽に対する姿勢”や“良い音”を求めるスタンスはずっと変

わっていません。リッチで立体的、ふくよかなクオリティの高い音

を鳴らしたいと常に思ってます。トータル・サウンドも大切にしてい

ますよ。バンド・メンバー全員の音がひとつになり、良い音楽として

お客さまの耳に届くまでが私の責任ですから」

　その想いをしっかりと受け止めて共に演奏しているミュージシャ

ンはみな、プレイヤーとしてはもちろん、作曲家＆アレンジャーとし

ての素晴らしい才能も兼ね備えていると絶賛していました。

　「幅広い感性をお持ちのピアニスト、北島直樹さんとは2002年

からご一緒しているので早23年、鮮やかなドラム・プレイの荒山

諒さんとは8年、バンドのリズムを根底から支えてくれているベー

スの仲石裕介さんとは4年になるかな。このメンバーでレギュラー

活動をしていますが、それぞれの演奏に関してはお任せです。自

身の個性を自由に発揮することで、結果的に良いバンド・サウンド

に繋がると信じているからです。同時に、彼らの才能も広げてい

きたいと思っているんですよ。慣れ合うことなく、良い意味で緊張

感のある演奏を私自身が楽しんでいますし、お客さまにも体感し

ていただけたらとても嬉しいです」

　昨年、自主レーベルを立ち上げ、4年振りにリリースしたセルフ・

プロデュース・アルバム『Naoko’s』。そのレコーディング・メン

バーでもある彼らと今回、披露する演奏曲はニュー・アルバムか

らのナンバーが中心になるようです。

　「誰もが想定していなかったコロナ禍を過ごした私たちに必要な

のは“癒しと希望”だと思い、それをコンセプトにアルバムを作りま

した。どうしても収録したかった１曲は《メンデルスゾーン：ヴァイ

オリンコンチェルト》です。数年前にオーケストラと共演し、自分

自身も感動したドラマティックなこの曲をなんとか4人だけで表

現したいと温めていました。レコーディングすることが決まり、寺

井尚子カルテットならではの《メンデルスゾーン～》にするため、

試行錯誤しながらリアレンジしました。今回のコンサートでもお

届けする予定です」

　聴き手の感情を大きく揺さぶる情熱的なパフォーマンスやその

場の空気の色合いを刻々と変化させるアンサンブルを響きの良

いホールで堪能できるその日が今から楽しみです。

　「演奏中は“無でありたい”といつも思っています。あの部分はこ

んな風に表現したいとか、次はこうしようなど一切考えず、唯々、

音楽に没頭したいんですよ。その為には身体のコンディション

をしっかりと整えておく必要があります。ベストな状態でいるため

に日々の努力は欠かせませんが、それを苦に思ったことはありま

せんね」

　ストイックな言葉に思わず“ヴァイオリンを演奏するために生き

ているのですね？”と問い掛けてみたら“はい”と即答した寺井

さん。そして“私はいつも音楽に助けられてきたんです”と言葉

を続けました。

　「音楽は自分を奮い立たせてくれるものであり、叱咤激励をして

くれる存在でもあります。私の原動

力の全てなんです。音楽を聴きた

くないと思ったこともなければ、離

れたいと感じた瞬間もありません。

もちろん、ヴァイオリンをやめたい

なんて１度も思ったことはありませ

んね。音楽は私が生きている全て

です。そんな音楽に出会えたことを

いつも心から感謝しています」

ヴァイオリンを演奏するために生きている
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寺井尚子カルテット Special Jazz Live 2025

2025年7月19日（土）  16:00開演  大ホール

全席指定　一般 5,000円　U25席 2,000円

　　　　　　　こがねいメンバーズ　一般 4,500円

【出 演】 寺井尚子（ヴァイオリン）、北島直樹（ピアノ）

　　　　　　 仲石裕介（ベース）、荒山 諒（ドラムス）

【演奏曲】 チック・コリア：スペイン／ヘンリー・マンシーニ：ひまわり

　　　　　   F.メンデルスゾーン：ヴァイオリン・コンチェルト　ほか

求め続けているのは“良い音”と“良い音楽”


